
　「国スポ」「SAGA2024」という看板を街に多く見かけるよう
になった。今から2年後の2024年10月に開催される、佐賀では
「若楠国体」以来48年ぶりとなる国民体育大会（国体）あらた
め、第1回目の国民スポーツ大会（国スポ）である。
　メイン会場の「SAGAサンライズパーク」は、既設の陸上競
技場「SAGAスタジアム」再整備に加えて、新しい水泳場
「SAGAアクア」や、国道を跨ぐ大型歩道橋「ビクトリー・ブリッ
ジ」などの建設が着々と進んでおり、今後8400名収容の
「SAGAアリーナ」が2023年春に落成してほぼパーク内施設は
完成する。特に、SAGAアリーナは、既に「ユーミン（松任谷由
美）アリーナツアー」の7月日程に組みこまれており、他にも国ス
ポ前に楽しいスポーツイベント等が目白押しになるであろう。

　さて、SAGAサンライズパークは、県の地域防災計画において、被災地
外からの救援物資の受入れ・一時保管・配送等の「災害時の輸送拠点」
として組み込まれており、併せて「指定緊急避難場所」「避難所」として
の使用も検討されているので、その点は心強くありがたい。
　一方で、「SAGATOKOアプリ」や県庁前「ARKS（アルクス）広場」の整
備など、県民の健康増進にむけた「歩くライフスタイル」のシンボルとし
て、SAGAサンライズパークには歩いての来場を推奨するとのこと。特に
アリーナでの大型イベント時に、県内各地や主要駅からのシャトルバスと
ともに、「アリーナ×歩く」を強く推進するという。
　県の目論見どおり、佐賀駅からパークまで約1.4kmの「サンライズ・スト
リート」のヒトの流れが、佐賀市賑わいのきっかけになれば良いのだが。
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佐賀県労福協「第１回 ニューリーダー研修会」開催佐賀県労福協「第３回 ニューリーダー研修会」開催
　9月17日（土）に、佐賀市「ホテルマリターレ創世」において「第3
回ニューリーダー研修会」を3年ぶりに開催し、次世代を担う若手の
執行部・青年部女性部を中心に52名の方に参加いただきました。
　開催目的は「労働運動・労働者福祉運動の理念・歴史や生協活動
との関わりなど創業の初心が希薄になっている現状を踏まえ、労働
運動・労働者福祉運動が果たしてきた役割を認識・理解し、職場・
地域で運動の継続的な発展を図るため、運動の伝承者となる人材
の育成を目指すこと。」を目的としています。
　主催者挨拶で佐賀県労福協原口郁哉理事長より、「労福協誕生
から70年位になり随分と様変わりしているが、労福協運動をどう伝
えていくかが重要となっている」と述べられました。
　講座1では、『今どきの若者』に期待すると題して、こくみん共済
coop佐賀推進本部本部長の立場で原口郁哉氏より講演をいただき
ました。講座2では、こくみん共済coop佐賀推進本部 課長 江口昌
宏氏より「こくみん共済coopの組織と労働者自主福祉運動の推進
について」、九州労働金庫佐賀県本部 成富恵理奈氏より「ろうきん
の歩みから労働者自主福祉運動を考える」と題して講演をいただき
ました。

今回の研修会から新たな取り組みとして、講座受講後に意見交換
会を実施し、講座1について「労福協の歴史など知らないことが聞
け、参加してよかった」、講座2について「生活保障設計について考
えさせられた」等の意見をいただきました。
　今後も、佐賀県労福協では労働運動、労働者福祉運動に関わる
人材育成を目的に「ニューリーダー研修会」を定期的に開催し「労
働運動・労働者福祉運動の向上」につなげていきます。
　なお、今回のニューリーダー研修会については、ビデオ撮影して
おりますので、当事業所のホームページ(活動の報告ページ)で視聴
可能です。

　藤津鹿島地区労福協では、感染症拡大防止に努めながら『今でき
る活動を少しずつ地道に取り組んでいこう』という活動方針に沿っ
て、手指消毒・検温の徹底や３密防止といった感染症拡大防止対策
を徹底しながら少しずつ活動を行っています。
　2021年度は、11月以降に新型コロナウイルス感染症の感染者が減

少したこと
から、地区
独自イベン
トを開催す
ることとな
り、12月12日
（ 日 ）に

ホームセンターユートク鹿島店においてガーデニング教室を開催しま
した。23名の会員が参加し久々に大人数での活動を行うことができ
ました。しかし、1月に入ってから新型コロナウイルス感染症の感染者
が急増したことから、１月28日（金）に開催予定だった地区労福協ボ
ウリング大会が、前日になって急遽中止となりました。
　6月7日（火）に開催した2022年度地区委員会では、今年度の地区
活動についても、昨年度と同様に、感染症拡大防止に努めながら活
動を行っていくという事務局からの活動方針等の提案に対し、全会
一致で承認いただきました。少しずつ平時に戻ろうとしている兆しは
あるものの、まだまだ予断を許さない状況にあります。
　今後も感染症対策を徹底しながら、地区労働者福祉にかかる様々
な活動を推進して参ります。

藤津鹿島地区労福協活動報告藤津鹿島地区労福協活動報告

昭和49年10月31日第３種郵便物認可　①第 625 号　2022年10月20日　発行 労　働　者　福　祉　さ
が

1人は万人のために　万人は1人のために

※会員の購読料は
　会費の中に含む

第625号
発行日　毎月20日
定価一部　15円

（一社）佐賀県労働者福祉協議会　佐賀市神野東四丁目７番３号　TEL  0952（32）1243
ホームページアドレス：http://sagarofuku.net/

発行人　原口　郁哉
編集人　待鳥　洋文



九州ろうきんからのお知らせ

九州ろうきん

NPO助成のご案内
　九州ろうきんでは、NPO法人・ボランティアグ
ループ・市民活動団体等の活動を金融の面から支援
し、より良い社会づくりの一助となるようNPO助成
制度を設けています。
助成金は、お客様からのボランティア預金「NPO
パートナーズ」による寄付金と九州ろうきんの拠出
金を財源としています。2021年度は52団体へ総額
1,359万円を助成しました。なお、これまでの助成
額は1,269団体、2億82百万円となっています。今
年度は2022年10月より助成先の募集を行い、審査
委員会により助成団体を決定します。
　九州ろうきんでは、当NPO助成の他、“NPO事業
サポートローン“や“NPOサポーターズ”など、ろうき
んの理念である「人々が喜びをもって共生できる社
会の実現に寄与する」ことを実践していくために
NPOと協働して、社会貢献活動を展開しています。

九州ろうきんでは、女性を応援する活動として、2011年
10月より九州ろうきんのATMでのお引出し・お預入れの
ご利用（他金融機関のカードによる利用も含む）に対し
て、1回につき1円をピンクリボン運動への支援として活
用する取り組みを行っています。2021年度は240万円を
寄付しました。
九州ろうきんのATMの所在地・稼働時間については、九
州ろうきんホームページをご確認ください。

九州労働金庫  事業部  福祉金融推進課
九州ろうきん「ＮＰＯ助成」係
☎ 092‒714‒7017

申請書等は、当金庫のホームページからもダウンロードできます。
また、記入例についてもホームページに掲載しています。

https://kyusyu-rokin.com/

第19回

「ピンクリボン運動」とは

「ピンクリボン運動」とは、乳がんの正しい知識を広め早期発見・早期治療の大切さ
を啓発する世界的な活動のことです。
日本では乳がんに対する関心がまだまだ低く、日本女性の約9人に1人が乳がんを経
験するといわれています。また、マンモグラフィー検診率も低いため、死亡者も年々増
加傾向にあります。乳がんは、早期に発見し治療すれば高い確率で治癒する、決して
怖くない病気です。
九州ろうきんは、ピンクリボン運動の趣旨に賛同し、乳がん検診の推進活動を応援し
ています。

https://kyusyu-rokin.com/

気軽な社会貢献活動として九州ろうきんのATMをご利用ください。

お
問
合
せ

九州ろうきんのATMでお引き出し・お預入れいただくと、1回につき１円を九州ろうきんがピンクリボン運動に寄付いたします。
※他の金融機関のキャッシュカードによるご利用も対象となります。

九州ろうきんは

「ピンクリボン運動」を応援しています
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この度の新型コロナウイルス感染症で影響を受けられた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。また、
被患されている方々におかれましては、一日も早いご回復をお祈り申し上げます。2020年4月から実施し
ている入院の特別取り扱い（以下「みなし入院」）について、9月26日（月）以降のお取り扱いを、以下
のとおり見直しを実施しましたので、ご案内いたします。

１．みなし入院に関する新たな取り扱いについて
（１）2022年9月26日以降に新型コロナウイルス感染症と診断された方は以下の重症化リスクの高い

方に限り、病気入院共済金のお支払い対象となります。

 

（２）2022年9月25日までに新型コロナウイルス感染症と診断された方のお支払いは、重症化リスク
の高い方に限らず、これまで通りの対応を継続いたします。なお、病院に入院をした場合は、
引き続き病気入院共済金のお支払い対象となります。

（３）今後の法改正等やその他社会情勢に鑑み、この取扱いをさらに変更する場合があります。

新型コロナウイルス感染症に関するご案内

＜参考＞新型コロナウイルス感染症と診断された場合のお支払い範囲

9 月25 日まで  9 月26 日以降
○ お支払い対象

○ お支払い対象

○ お支払い対象

○ お支払い対象

○ お支払い対象

× お支払い対象外

重症化リスクの高い方
（ (1) ①～④の方 ）

上記以外の方

陽性判明日（診断日）

入院された場合
宿泊療養・自宅療養
された場合
（みなし入院）

ケース

新型コロナウイルス感染症について、罹患時の症状の軽重を問わず「完治から1か
月」経過すれば引受可能とする新たな引受基準を新設しました。これまでご加入の
希望に添えなかった方がおられましたら、ぜひ共済ショップへご相談ください。

＜重症化リスクの高い方（みなし入院の対象となる方）＞
①65 歳以上の方
②入院を要する方
③重症化リスクがあり、新型コロナウイルス感染症の治療薬の投与または新型コロナウイル
ス感染症罹患による酸素投与が必要な方
④妊婦の方
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全国労働者共済生活協同組合連合会

佐賀推進本部 TEL：0952-41-1331
（佐賀県労働者共済生活協同組合）佐賀県佐賀市水ヶ江 2-2-19

4122Z005こくみん共済 coop ＜全労済＞からのお知らせ



https://sagarofuku.
net/pages/71/

毎月１回日曜日（要予約）
開催日　11月13日 13：00～16：00
　　　　12月11日 13：00～16：00

ひとりで悩んで
いませんか？

「暮らしの相談」
受け付けます
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